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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:アンドロゲンや他のステロイドに結合する可能性があり、前立腺癌に使用される化学療法剤であるエストラムスチンにも結合する可能性があります。ステロイドホルモンの転写制御下にある可能性があります。,質量分析: PubMed:9720917,類似性:セクレトグロビンファミリーに属します。リポフィリンサブファミリー。,サブユニット:リポフィリンAモノマーとリポフィリンCモノマー（マンマグロビンB）のヘテロダイマーが頭と頭で会合しています。,組織特異性:胸腺、気管、腎臓、ステロイド反応性組織（前立腺、精巣、子宮、乳房、卵巣）、唾液腺で発現しています。,機能:アンドロゲンや他のステロイドに結合する可能性があり、前立腺癌に使用される化学療法剤であるエストラムスチンにも結合する可能性があります。ステロイドホルモンの転写制御下にある可能性がある。,質量分析：PubMed:9720917,類似性：セクレトグロビンファミリーに属する。リポフィリンサブファミリー。,サブユニット：リポフィリンAとリポフィリンC（マンマグロビンB）モノマーが頭対頭で結合したヘテロ二量体。,組織特異性：胸腺、気管、腎臓、ステロイド感受性組織（前立腺、精巣、子宮、乳房、卵巣）、唾液腺に発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	マンマグロビンB抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	マンマグロビンB抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	マンマグロビンBポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

